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 提案企画名 提案機関名 
1 国際交流都市函館の地域ネットワークを活かした科学文化の醸成 函館市 
2 地域の自然と文化と科学にふれて学ぶ「ふくしまサイエンスぷらっとフォーム」の構築 福島大学 
3 ものづくり理科地域支援ネットワーク：浜松ＲＡＩＮ房 静岡大学 
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ークに参加し活動を ） される体制に対して支援を行うでものある。ま
た，事業規模としては 1,30 さ るもので，JSTの地域貢献事業としては大型の
支援規模となっている。 
平成20年度の当該 り，表1の鳥取大学を含む6件が採択された。な
お，この事業代表，副 ， が務めた。 
 
表1 地域科学技 トワーク支援」平成20年度募集採択企画一覧 
 提案企画名 提案機関名 
1 国際交流都市函 文化の醸成 函館市 
2 地域の自然と文 と イエンスぷらっとフォーム」の構築 福島大学 
3 ものづくり理科地 Ｉ  静岡大学 
4 ひょうごサイエンス・ じたサイエンスコミュニティの醸成 神戸大学 
5 地域の科学技術 ログラムの構築 
－ものづくり道場  
鳥取大学 
6 長州科楽維新プロ  を広げよう～ 山口大学 
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図 1 ものづくり協力会議のネットワーク 
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図 1 ものづくり協力会議のネットワーク 
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図 1 ものづくり協力会議のネットワーク 




































































表 2 ものづくり道場創設フォーラムの開催状況 



















































表 2 ものづくり道場創設フォーラムの開催状況 
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2.ものづくり道場の実施・運営体制 
ものづくり協力会議は，ものづくり道場を運営・支援組織として高等教育機関，研究機関，企

















図 3 ものづくり協力会議の委員会構成図 
 
 
ここで，連携自治体，参加機関（内訳含む）を表 3，委員会の開催回数を表 4 に示す。本事業
の協力機関は，高等教育機関，自治体，企業，および任意団体などの多くの分野から構成され，
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表 3 連携自治体，参加機関数・内訳 
名称 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 
連携自治体数 6 8 8 
参加機関数 13 41 46 
企業 6 18 19 
研究機関 2 4 4 
大学・高専 3 3 3 
教育機関（上記以外） 1 3 3 
科学館・博物館 1 1 1 
社会教育施設（上記以外） 0 3 6 
任意団体 0 2 3 
その他（町，県事務所） 0 7 7 
 
表 4 ものづくり協力会議等の開催回数 
名称 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 合計 
ものづくり協力会議 5 4 4 13 
企画・運営委員会 11 8 3 22 
企画・運営小委員会 27 39 42 108 
教材開発委員会 4 4 0 8 
教材開発小委員会 4 3 1 8 
広報・連携委員会 - 1 0 1 
米子ものづくり運営会議 - 4 8 12 
企画・運営部会 - 3 4 7 
教材開発部会 - 6 6 12 
広報・連携部会 - 0 0 0 
中部ものづくり運営会議 - 1 5 6 
企画・運営部会 - 1 0 1 
教材開発部会 - - 4 4 
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部地区（鳥取）において 4 回（試行除く），西部地区（米子）3 回，中部地区 1 回の計 8 回開催され
ており，総受講者 175 人（鳥取 89 人，米子 66 人，中部 20 人），延べの受講者は 658 人となった（図
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図 5 ものづくり道場指導者養成講座の実施風景 
 
受講者（175 人）の内訳として，公民館員 57 人，科学館・児童文化センター16 人，その他保育所，






一方で，実地演習は表 6 の通り全 19 回実施しており，105 人（鳥取 58 人，米子 30 人，中部 17
人）の講座修了者を輩出した。ここで，19 回のうち 9 回は受講者の公民館等で自主的に行った実地
演習となっており，地域への科学技術の裾野の拡がりを認められたと考えられる。 
 
表 5 ものづくり道場指導者養成講座の開催状況 （受講者 175 人，延べ受講者 658 人） 
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平成 21 年 7 月 25 日 伝統ものづくり系講座 
【和紙づくりのススメ】
因州和紙伝統工芸士 
西村 真吾 他 
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徳山 英晴 10 
第 1 回中部 
平成 22 年 8 月 29 日 地場産業系講座 
【草木染め】 
鳥取県農林総合研究所 
山下 聡 10 
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表 6 ものづくり道場指導者養成講座（実地演習）の開催状況 （修了者 105 人） 





平成 21 年 8 月 17 日
LED ミニライト 1 7 
ものづくり教室 
(修立地区公民館） 
平成 21 年 8 月 18 日
ヨーグルトをつくろう 1 11 
秋の手づくりまつり 
（とりぎん文化会館） 
平成 21 年 9 月 13 日 木の車，LED ミニライ
ト，血で光る液体， 




平成 21 年 9 月 27 日
金属製キーホルダー 1 37 
ものづくり教室 
(中ノ郷地区公民館） 
平成 21 年 10 月 24 日
金属製キーホルダー 2 7 
ものづくり教室 
(面影小学校） 
平成 21 年 11 月 15 日
金属製キーホルダー 2 60 
冬の手づくり教室 
（鳥取市こども科学館） 
平成 21 年 11 月 29 日 LED ミニライト，見え
ない電気感じよう， 




平成 21 年 12 月 20 日 血で光る液体，木の



























平成 22 年 8 月 1 日 エコせんぷうきをつく
ろう，積み木の車，な









平成 22 年 8 月 20 日 エコせんぷうきをつく
ろう 
1 15 
伯耆・秋の手づくりまつり 平成 22 年 9 月 4 日 いらいらゲームをつく 8 240 
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（米子ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ） ろう，2 石ラジオを組
立てよう， 




平成 22 年 10 月 24 日 3LED ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ， 
ｵﾘｼﾞﾅﾙﾅｲﾌ， 









平成 22 年 12 月 19 日 身近な品物でつくるラ
ジオ，簡単手織りの
インテリア（コースタ





























図 6 指導用教材の例 
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表 7 ものづくり道場の教材一覧 （43 教材） 




4 3LED イルミネーション 
5 身近な品物でつくるラジオ 
6 ウォーキングライトをつくろう 
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 覧 （43 教材） 
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の学生を中心として 10 人で活動を行っている。 






り道場において 57 人（鳥取のみ）の登録がされており，カフェと併せて 17 回開催した。また，す
でに修了生などのコミュニティメンバーは公民館などが開催するものづくり教室において，20 回指
導者（平成 22 年度実績）として子ども達の指導を行っており，活躍の場を拡げている。さらに米子，












 10 2 (2013) 














い，当初 19 人が登録され ものづくりカフェ」を設置・運営し，
ものづくり道場の拠点であ フェ形式のコア人材の話し合いの場




の学生を中心として 10 人  
平成 2 年度からは上記 2 の修了生を加えた「ものづくりコミュ




どに対応した，地域のもの 平成 2 年度において，鳥取ものづく
り道場において 57 人（鳥 ェと併せて 17 回開催した。また，す
でに修了生などのコミュニ るものづくり教室において，20 回指
導者（平成 2 年度実績）と 活躍の場を拡げている。さらに米子，
中部の道場において同様な 23 年度より開始した。 
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出しを行っており，ものづくり書籍への高い興味が伺える。なお，鳥取ものづくり道場においては
書籍の貸出業務を行っていない。 
表 8 鳥取ものづくり道場におけるレンタル実績 
名称 平成 21 年度 平成 22 年度 合計 
実験器具・工具（回数） 9 30 39 
実験器具・工具（点数） 102 236 338 
 
表 9 米子ものづくり道場におけるレンタル実績 
名称 平成 21 年度 平成 22 年度 合計 
実験器具・工具（回数） 0 10 10 
実験器具・工具（点数） 0 65 65 
書籍（冊） 655 382 1037 
表 10 中部ものづくり道場におけるレンタル実績 
名称 平成 21 年度 平成 22 年度 合計 
実験器具・工具（回数） 0 2 2 
実験器具・工具（点数） 0 4 4 











本事業で得られた成果は学会，報告会等で行った口頭発表を行っており，3 年間で 8 件の口頭発
表を行い，鳥取県のものづくり道場を全国的に PR した。この発表以外に投稿論文発表 2 件，新聞







数値的な評価としては，県内 3 箇所にものづくり道場を創設し、その参加機関数 54 機関，関係者数
82 人にのぼり，ものづくり科学技術ネットワークが鳥取県の東・中・西部全域を網羅するに至って
いる。3 年間の講座受講者は 175 人（延べ人数 658 人）であり，現在までの修了生は 105 人も輩出
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3 175 658 105



















平成 22 年度から先駆的に鳥取ものづくり道場において試行・検討した。 
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